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過去10年間（2008-2017）の年平均値 台風19号
2019年10月11日～10月13日

土砂生産量の推定値

場所によっては年平均値（1年分）の土砂生産量の数倍以上の
土砂生産量が生じた可能性がある．
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機械学習及び深層学習による豪雨水害のハザードマッピング

はじめに

機械学習アルゴリズムによる迅速ハザードマッピングシステムの開発を目指している．本研究ではまず，合成開口レーダー画像
を使用して洪水による浸水地域の抽出を高度化しつつ，水田域の検出エラーの最小化を目指した． 次に，報道写真を教師データ
とした機械学習アルゴリズムを構築し，浸水建物の抽出に関する精度の向上を実現した．これらの成果により，機械学習，また
報道機関と連携することで，より迅速かつ信頼度の高いハザードマッピングと被害把握が可能であることを実証することができ
た．

JAXA ALOS-2/PALSAR-2による観測 報道写真を利用した機械学習による高度化

謝辞：本解析で使用したALOS-2データは，国立研究開発法人宇宙
航空研究開発機構（JAXA）の大規模災害衛星画像解析支援チーム
より提供されたものである．

1

教師データ作成

2

機械学習

浸水域
非浸水域
を報道情報で特定

岡山県倉敷市真備町を対象領域として
浸水した建物を推定

撮像

国土地理院の推定した浸水域と本手法による浸水建物推定の検出率

報道写真の撮影箇所と学習エリア

報道写真取得および衛星画像取得の
タイムラインと被害経過

新たに推定に使用する特徴量を解析した結果，分類精度80%程度を保つためには

2つの特徴量が重要であることが確認された

まとめ

 水田域を浸水域と判定してしまう「誤判定」を減らす新手法を提案した.
 浸水被害時の報道情報を教師データとして新たに利用する機械学習法を導入し，浸水建物を直接推定する広域被害把握技
術を実証し，SARリモートセンシングによる被害把握の高度化について進捗を得ることができた．

ユニットメンバー
越村俊一[ユニット長], 有働恵子, マス エリック, 橋本 雅和

研究メンバー
モヤ ルイス, 遠藤 幸夫, 岡田 元希, マス エリック，越村 俊一

ユニット名：災害空間情報解析

課題:
従来手法で解析すると，水
田域も「浸水域」と判定さ
れてしまっていた．
（a）災害前後のALOS-2 
SAR画像のカラー合成：赤
い色の地域が「浸水域」と
推定された．
（b）閾値法：水域識別でも
浸水域と判断され，実際に
浸水した地域と水田の判別
について課題があった．

新手法:
誤分類を修正するために，水田域に適用される「条件付き
コヒーレンス」フィルターを構築した．その結果を機械学
習アルゴリズムに組み込んで，浸水域の判別精度を高める
ことができた．

結果:
新たな分類により，浸水地域の誤検出の約81％が
低減されたことが確認された．

ロジスティック回帰分析による特徴量解析結果


	7-1. 災害空間情報解析ユニット
	7-2. 令和元年度共同研究成果報告会ポスター_災害空間情報解析_2019rev
	スライド番号 1


